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医用画像

内視鏡で見る胃、十二指腸の病気写真 | 野口医院
(noguchi-hospital.jp)

株式会社アクシオン・ジャパン| レントゲンの買い替えや開業をお考えの先生へ 
(axionjapan.com)

よくあるご質問 造影CT検査を受けることにな
りました。通常のCT検査と何が違うのでしょう
か？ | 愛知医科大学病院 (aichi-med-u.ac.jp)

頭部MRI | セントラルクリニックグループ (central-cl.or.jp)

Disease (hirosaki-u.ac.jp)

歯科用CTについて｜新小岩の歯医者「鈴木歯科医院」
(suzuki-shikaiin.or.jp)
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https://noguchi-hospital.jp/endoscope/endoscopic-photo/duodenum-disease-photo/
https://www.axionjapan.com/replacement.html
https://www.aichi-med-u.ac.jp/hospital/sh15/sh1503/sh150301/sh15030101/sh15030101_03.html
https://www.aichi-med-u.ac.jp/hospital/sh15/sh1503/sh150301/sh15030101/sh15030101_03.html
https://www.aichi-med-u.ac.jp/hospital/sh15/sh1503/sh150301/sh15030101/sh15030101_03.html
https://www.central-cl.or.jp/result/mri%E6%A4%9C%E6%9F%BB/
http://www.med.hirosaki-u.ac.jp/~patho1/PathologyCD/Hematopathology2005/Pathol2005/Hematology/Others/Myeloma.html
https://www.suzuki-shikaiin.or.jp/dental-ct/


DICOM

• DICOM(Digital Imaging and Communications in Medicine)

• 医用画像の画像フォーマット

• 患者（被写体）の個人情報が詰め込まれている

• 画像の表示や編集などにはひと手間必要

• DICOM専用のビューアが多数公開されている
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DICOM Images and Endpoint Adjudication for assessment of Image-based Endpoints.

https://www.endpointadjudication.com/blog/using-dicom-viewer-for-image-endpoints


5SYNAPSE SAI viewer：画像解析オプション | 富士フイルム [日本] (fujifilm.com)

https://www.fujifilm.com/jp/ja/healthcare/healthcare-it/it-imaging/sai-viewer/option


6
SYNAPSE SAI viewer | 富士フイルム [日本] (fujifilm.com)

https://www.fujifilm.com/jp/ja/healthcare/healthcare-it/it-imaging/sai-viewer


7dentalXrai Demo application

https://static-demo.dentalxr.ai/dashboard/465c7d2b-8b56-4aea-a8db-777957e6bbbe?lang=en


医用画像AIの目的

• 読影補助
• 怪しい箇所に色を付けて見落としを防止する

• 診療補助
• 治療箇所に色を付けて患者さんに対する説明を補助する

• 高画質化，ノイズ除去
• アーチファクトなどの読影の障害になるものを低減する

etc.
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dentalXrai Demo application

https://static-demo.dentalxr.ai/dashboard/465c7d2b-8b56-4aea-a8db-777957e6bbbe?lang=en


大学院時代の研究
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インプラントの検出

歯科パノラマX線画像からインプラント体を検出する

鳥井 et al., 深層学習を用いたパントモ画像からのインプラント体検出,
電子情報通信学会2020年総合大会学生ポスターセッション, No.ISS-A-060, 2020年3月. 10



歯式の推定および歯の領域抽出

歯科パノラマX線画像で歯のセグメンテーションを行う

原 et al., Mask R-CNNを用いたパントモ画像からの 歯牙検出及びセグメンテーション,
令和2年度電気・電子・情報関係学会四国支部連合大会 講演論文集, Vol.15-9, 1, 2020年9月. 11



カルテ入力支援（１）

歯科パノラマX線画像を診断し電子カルテの入力を支援する

鳥井 et al., AIを用いたパノラマX線画像からのカルテ入力支援システムの開発,
歯科放射線, Vol.62, No.1, 24-34, 2022年. 12



カルテ入力支援（２）
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読影の見落とし防止



現在取組中の研究

• 歯科医院や医療機器メーカーと共同研究を継続中
• 診断補助を目指したAIシステム開発の案件が多い

• 医歯薬学研究部との共同研究
• がんのセグメンテーション

• がん細胞の検出 etc.

• 医用画像AI開発支援ソフトウェアの開発

• マテリアルインフォマティクス（化学×AI）
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医用画像AI開発支援ソフトウェアの開発

背景

• 情報の専門学者×医療従事者のAI共同開発がとにかく大変！
• 知識ギャップの埋め合わせやクラス定義に関する協議など

• 教師データ作成者とAI開発者のやり取りが非常に多い

• 教師データ作成のモチベーション維持が困難
• 教師データ作成者はデータ追加によるAIモデルの改善を判断しづらい

• 結果として教師データ作成が単調で苦痛となり続かなくなる

• 何より自分が楽したい...！
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医用画像AI開発支援ソフトウェアの開発

目的

• 医療従事者が自身で医用画像AI開発の概念実証ができること

• 教師データ作成のモチベーション維持と負担軽減

手法

• アノテーションソフトウェアにAIモデル開発機能を付与する

• AIモデルの評価および改善点提示機能を付与する

• 作成したAIモデルによる自動アノテーションを可能とする
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医用画像AIの問題点

• データ収集が困難
• アノテーションは専門医が行わなければならない

• 専門医によってアノテーションに個人差がある

• データの質の担保が難しい

• 患者の個人情報保護を意識する必要がある

• X線写真は被ばく線量の関係でバシバシ撮れない

• 機種依存性
• 画像が特定の撮影機種の画像に偏りAIの汎化性能に悪影響を及ぼす

• 倫理的な問題
• 判断根拠が不透明なAIは医療分野では致命的
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機種依存性の改善策

Domain Generalization（ドメインの一般化）

19K. Zhou, et al. Domain generalization with mixstyle, ICLR, 2021.



共同研究で苦労したこと/苦労していること

• 医療従事者の教師データ作成のモチベーションが続かない
• 最初は多くの人が協力していたが徐々に脱落

• 素人に教師データ作成はできないため外部委託も難しい

• 医療従事者によって診断結果が異なる

• データ定義を決定するまでが大変
• 医療分野の分類とAIの分類では感覚が異なる

• AIの分類は基本的にクラスが排他的でないと精度が低下する

• AIという名前が独り歩きしている
• 「とりあえずAI！！！」

• ルールベースの手法の方が優秀なこともしばしば
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厚労省の歯科データセット定義（抜粋）

21資料03 口腔状態の標準データセット (mhlw.go.jp)

https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10801000-Iseikyoku-Soumuka/0000117126.pdf


共同研究で苦労したこと/苦労していること

• 社会実装がなかなか進まない
• 薬機法を潜り抜ける必要がある

• 日本は特に厳しい

• 医師の確定診断に影響を与えるシステムはNG
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医療機器 | 独立行政法人医薬品医療機器総合機構 (pmda.go.jp)

https://www.pmda.go.jp/review-services/drug-reviews/about-reviews/devices/0028.html


まとめ

• AI技術の進化により医療分野におけるAIシステム開発が盛んに

• 社会実装も少しづつ進んでいる

• しかし問題は山積み

• 異分野に対する興味関心や理解がより重要な時代に

• ドラえもんのお医者さんカバンを目指して！

23#お医者さんごっこ 風邪かなあ？ - Sunのイラスト - pixiv

https://www.pixiv.net/artworks/973368
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